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廃棄物管理事業許可申請書に添付する「廃棄物管理施設を設置しようとする場所における気

象、地盤、水理、地震及び社会環境等の状況に関する説明書」（以下「添付書類三」という。）

は、廃棄物管理施設の立地について考慮すべき点をまとめるものである。本報告書では、添付

書類三の「社会環境」のうち人口分布の調査方法を検討した。 

近年、人口等の統計データはインターネットの普及により容易に入手することができるが、

これらを利用するためには情報の信頼性が重要である。また、施設周辺の人口分布は立地の安

全性評価に影響を及ぼすため、可能な限り正確かつ最新の情報を反映する必要がある。そこで、

国及び地方自治体が公表する信頼性のある統計データに基づき、各種ウェブサイトを活用した

人口分布の調査方法を検討した。 

その結果、総務省統計局の「地図で見る統計」及び国土地理院の「測量計算サイト」等を活

用することにより、最新の統計データに基づき施設周辺の人口分布を求めることができた。 

 

 

  

 
1 核燃料サイクル工学研究所：〒319-1194 茨城県那珂郡東海村大字村松 4-33 

i



JAEA-Review 2026-021 

 
 

Population Distribution Study for the Selection of the Site  

for the Radioactive Waste Management Facility 

 

Fumikazu OHATA, Hiroki IWABUCHI and Keisuke IEMURA 

 

Nuclear Backend Technology Development Department 

Nuclear Fuel Cycle Engineering Laboratories 

Japan Atomic Energy Agency 

Tokai-mura,Naka-gun,Ibaraki-ken 

 

（Received May 27, 2026） 

 
 

The document titled "Explanatory Document Regarding Conditions such as Weather, Geology, Hydrology, 

Earthquakes, and Social Environment of the Radioactive Waste Management Facility", which is appended to 

an application for the waste management business permit, is intended to organize various conditions that 

should be considered when siting a facility. 

This report focuses on the method of describing population distribution within the social environment 

section of Attachment 3 and examines appropriate investigation methodologies. In recent years, statistical 

data such as population figures have become readily accessible due to the widespread use of the internet. 

However, ensuring the reliability of such information is essential when utilizing it. Furthermore, because the 

population distribution around the facility affects its safety evaluation, it is necessary to reflect information 

that is as accurate and up to date as possible. Accordingly, this report examines survey methods that utilize 

various websites based on reliable statistical data published by national and local governments. 

As a result, by utilizing tools such as the “Statistics Map of Japan” provided by the Statistics Bureau of 

Japan and the “Survey Calculation Site” of the Geospatial Information Authority of Japan, it was able to 

determine the population distribution around the facility based on the latest statistical data. 
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1．．ははじじめめにに 
 

廃棄物管理事業許可申請書に添付する「廃棄物管理施設を設置しようとする場所における気象、地

盤、水理、地震及び社会環境等の状況に関する説明書」（以下「添付書類三」という。）は、廃棄物管

理施設の立地について考慮すべき点をまとめるものである。本報告書では、添付書類三の「社会環境」

のうち人口分布の調査方法を検討した。 
近年、人口等の統計データはインターネットの普及により容易に入手することができるが、これら

を利用するためには情報の信頼性が重要である。また、施設周辺の人口分布は立地の安全性評価に影

響を及ぼすため、可能な限り正確かつ最新の情報を反映する必要がある。そこで、国及び地方自治体

が公表する信頼性のある統計データに基づき、各種ウェブサイトを活用した人口分布の調査方法を検

討した。 
 

2．．許許可可申申請請書書上上のの位位置置づづけけ 
 

事業者が廃棄物管理施設を設置しようとする場合には「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律 1)」（以下「原子炉等規制法」という。）の第五十一条の二第一項第三号に基づき、原子

力規制委員会に申請書を提出し、許可を受ける必要がある。 
廃棄物管理事業の許可申請書は「廃棄物管理事業許可申請書（本文）」と「添付書類」で構成される。

これらの記載項目は、原子炉等規制法と同法律に基づく規則である「核燃料物質又は核燃料物質によ

って汚染された物の廃棄物管理の事業に関する規則 2)」（以下「廃棄物管理規則」という。）により定

められている。 
廃棄物管理規則第二条第二項第三号に定められた添付書類三は、廃棄物管理施設の立地の妥当性を

確認する基礎的な情報として、気象、地盤等の自然的状況や、周辺の人口分布、産業活動等の社会的

状況に関する情報を記載する。概要を把握するため、一般的に添付書類三に記載する項目と内容を表

1 に示す。 
 

表 1 添付書類三に記載する項目と内容 

No 項目 内容 

1 気象 風向、風速、降水量、気温など 

2 地盤 地形、地質、地質構造など 

3 水理 洪水、高潮、波浪などの影響 

4 地震 敷地周辺の活断層など 

5 社会環境 周辺の人口分布、産業活動、交通運輸など 

6 津波 過去の津波の発生履歴、規模、浸水高など 

7 火山 周辺の火山活動の履歴、噴火の頻度など 

8 竜巻 過去の竜巻の発生履歴、規模、風速など 

9 生物 生物の襲来による施設への影響など 
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3．．人人口口分分布布のの調調査査 
 

3.1  調調査査方方法法のの概概要要 
国や地方自治体などの公的機関が公表している信頼性が確保された情報を利用して、インターネ

ットを活用した人口分布を調査する方法を検討した。調査方法の検討は、「半径 100 km 以内の人口

分布」、「半径 50 km 以内の市町村の人口分布」、「半径 5 km 以内の隣接市町村の町丁字の人口分布」、

「半径 30 km 以内の方位別人口分布」の 4 種類について行った。 
人口分布調査において調査する対象は、廃棄物管理施設からの距離に対する人口分布であり、調

査の基本的な流れは、以下のとおりである。 
(1) 基準点（施設の中心等）を設定する。 
(2) 基準点を中心とした調査対象範囲（基準点を中心とした円）を設定する。 
(3) 基準点を中心とした円内の人口を調査する。 
(4) (1) ～ (3)の情報から、基準点を中心とした円内の人口分布を算出する。 

 
一方で、調査項目によっては方位の情報が必要になるものがある。この場合の調査の流れは、以

下のとおりである。 
(1) 基準点（施設の中心等）を設定する。 
(2) 基準点を中心とした調査対象範囲（基準点を中心とした円）を設定する。 
(3) 基準点を中心とした円内の人口を調査する。 
(4) 基準点から集計地域までの方位を算出する。 
(5) (1) ～ (4)の情報から、基準点を中心とした円内の方位情報を含んだ人口分布を算出する。 

 
次節以降では、核燃料サイクル工学研究所内に廃棄物管理施設を設置しようとする場合を例にし

て、調査項目ごとの調査手順と算出した人口分布の結果を示す。 
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3.2  半半径径 100 km 以以内内のの人人口口分分布布のの調調査査 
半径 100 km以内の人口分布の調査手順を以下に示す。 

(1) 核燃料サイクル工学研究所内に廃棄物管理施設を設置することを想定して、基準点とする。 

(2) 廃棄物管理施設の位置は未定であることから、ここではマップ上を右クリックで緯度・経度が

得られるGoogle Maps を利用して、基準点の緯度・経度を求める。 

(3) 総務省統計局がWeb 上で公開している「地図で見る統計 3)」の「緯度経度リスト」の作成方法

に従って、基準点の緯度・経度の情報を入力したExcel ファイルを作成する（図 1）。 

 

図 1 基準点の緯度・経度の情報を入力したExcel ファイル 

 

(4) 「地図で見る統計」の「インポート」機能のうち「緯度経度リスト」を選択して、手順 (3)で
作成したExcel ファイルを読み込む。 

(5) 地図上に基準点の位置が描画される（図 2）。 

 

図 2 地図上に描画された基準点の位置 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 準 点 
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(6) 「地図で見る統計」の「エリア作成」機能を選択して、基準点を中心とした半径 5 km、半径 10 
km、半径 30 km、半径 50 km 及び半径 100 kmの円を描画する（図 3）。これらを調査対象範囲

とする。 

 

図 3 基準点を中心とした調査対象範囲 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(7) 「地図で見る統計」の「統計グラフ作成」機能を選択して、基準点を中心とした円内の人口、

人口密度を調査する。このときに入力した値を表 2 に示す。また、「統計グラフ作成」機能の

入力手順を付録 1 に示す。 

 
表 2 「統計グラフ作成」機能で入力した値（1 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 統計名 年または年月 指標／データ 

半径 5 km 小地域（町

丁・字等） 

国勢調査＊ 2020 年 
人口総数、 

密度（人口総数） 

半径 10 km 

半径 30 km 

市区町村 半径 50 km 

半径 100 km 

＊国勢調査は、住民票上の住所の記載に関係なく、ふだん住んでいる場所の人口を調査するた

め 4)、居住実態が把握できる。 
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表 2 「統計グラフ作成」機能で入力した値（2 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 集計範囲 集計方法 

半径 5 km 

エリア 画面表示範囲 按分する＊ 

半径 10 km 

半径 30 km 

半径 50 km 

半径 100 km 

＊「按分する」についての説明を付録 2 に示す。 
 

(8) 「地図で見る統計」の「レポート作成」機能を選択して、Excel レポートを出力する。例とし

て半径 5 km の人口分布に関するExcel レポートを図 4 に示す。 

 

図 4 出力したExcel レポートの画面（一部抜粋） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 5 -

JAEA-Review 2026-021



(9) 手順 (8)で得られた人口、密度を用いて、基準点を中心とした半径 100 km 以内の人口分布を算

出する。算出した結果を表 3 に示す。また、人口密度の算出方法を付録 3 に示す。 
 

表 3 核燃料サイクル工学研究所から半径 100 km以内の人口分布 

核燃料サイクル工学研究所からの距離 

（km） 
人口 
（人） 

人口密度 
（人 / km2） 

0 ～ 5 44,881 926 

0 ～ 10 239,052 1,302 

0 ～ 30 850,481 559 

0 ～ 50 1,426,078 330 

0 ～ 100 11,730,847 650 

 
3.3  半半径径 50 km 以以内内のの市市町町村村のの人人口口分分布布のの調調査査 

半径 50 km 以内の市町村の人口分布の調査手順を以下に示す。 
(1) 3.2 節の手順 (1)から手順 (5)に従って、地図上に基準点を描画する。 

(2) 「地図で見る統計」の「エリア作成」機能を選択して、基準点を中心とした半径 50 kmの円を

描画する。これを調査対象範囲とする。 

(3) 「地図で見る統計」の「統計グラフ作成」機能を選択して、基準点を中心とした円内の人口、

世帯数を調査する。このときに入力した値を表 4 に示す。また、「統計グラフ作成」機能の入

力手順を付録 1 に示す。 

 

表 4 「統計グラフ作成」機能で入力した値（1 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 統計名 年または年月 指標／データ 

半径 50 km 市区町村 国勢調査 2020 年 人口総数、世帯総数 

 
表 4 「統計グラフ作成」機能で入力した値（2 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 集計範囲 集計方法 

半径 50 km エリア 画面表示範囲 按分しない 
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(4) 「地図で見る統計」の「レポート作成」機能を選択して、Excel レポートを出力する（図 5）。 

 

図 5 出力したExcel レポートの画面（一部抜粋） 
（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(5) 国土交通省国土地理院がWeb 上で公開している「地理院地図 5)」の検索機能を利用して、Excel
レポートに出力された市町村名から役所（役場）の緯度・経度を算出する（図 6）。 

 

図 6 「地理院地図」のWeb 画面（例として「日立市役所」を検索したもの） 
（出典：国土地理院, https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html） 
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(6) 国土交通省国土地理院がWeb 上で公開している「測量計算サイト 6)」の「一括計算」の入力フ

ァイルの作成方法に従って、入力ファイルを作成する（図 7）。また、入力ファイルを作成する

ときの注意事項を付録 4 に示す。 

 
図 7 作成した入力ファイルの例（一部抜粋） 

 
(7) 「測量計算サイト」の「距離と方位角の計算」機能のうち「一括計算」を選択して、手順 (6)

で作成した入力ファイルを読み込む（図 8）。 

 

図 8 「距離と方位角の計算」機能のWeb 画面 
（出典：測量計算サイト, https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html） 

 
(8) 図 8 の「計算実行」ボタンを押して、計算結果を出力する。このとき得られた出力ファイル

を図 9 に示す。 

 

図 9 「一括計算」の出力ファイルの例（一部抜粋） 
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(9) 手順 (4)で得られた人口、世帯数及び手順 (8)で得られた距離を用いて、基準点を中心とした半

径 50 km 以内の市町村の人口分布を算出する。算出した結果を表 5 に示す。 

 
表 5 核燃料サイクル工学研究所から半径 50 km 以内の市町村の人口分布（1 / 2） 

県名 市町村名 世帯数（戸） 人口（人） 距離（km）＊ 

茨 

城 

県 

水戸市 122,598 270,685 約 13.9 
日立市 77,911 174,508 約 18.8 
土浦市 63,093 142,074 約 53.2 
石岡市 28,344 73,061 約 39.1 
常陸太田市 19,243 48,602 約 13.1 
高萩市 11,608 27,699 約 32.5 
北茨城市 17,042 41,801 約 42.9 
笠間市 28,918 73,173 約 28.4 
つくば市 110,490 241,656 約 61.2 
ひたちなか市 66,754 156,581 約  7.3 
鹿嶋市 28,318 66,950 約 52.1 
潮来市 10,774 27,604 約 54.2 
常陸大宮市 15,643 39,267 約 20.9 
那珂市 20,931 53,502 約 10.6 
かすみがうら市 15,271 40,087 約 45.3 
桜川市 13,453 39,122 約 47.3 
行方市 11,144 32,185 約 50.3 
鉾田市 17,919 45,953 約 31.5 
小美玉市 18,407 48,870 約 31.1 
茨城町 11,758 31,401 約 22.8 
大洗町 6,596 15,715 約 13.6 
城里町 6,913 18,097 約 20.8 
東海村 15,429 37,891 約  5.3 
大子町 6,356 15,736 約 42.4 

福 

島 

県 

いわき市 141,411 332,931 約 73.0 
矢祭町 1,867 5,392 約 51.0 
塙町 2,935 8,302 約 60.5 

＊基準点を中心とした半径 50 km の円にかかる市町村の役所（役場）までの距離を示す。 
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表 5 核燃料サイクル工学研究所から半径 50 km 以内の市町村の人口分布（2 / 2） 
県名 市町村名 世帯数（戸） 人口（人） 距離（km）＊ 

栃 

木 

県 

真岡市 29,425 78,190 約 52.8 
大田原市 29,792 72,087 約 71.3 
那須烏山市 9,186 24,875 約 47.3 
益子町 7,813 21,898 約 45.7 
茂木町 4,458 11,891 約 38.6 
市貝町 4,260 11,262 約 46.3 
芳賀町 5,230 14,961 約 50.3 
高根沢町 12,205 29,229 約 59.2 
那珂川町 5,682 15,215 約 51.0 

＊基準点を中心とした半径 50 km の円にかかる市町村の役所（役場）までの距離を示す。 

 
3.4  半半径径 5 km 以以内内のの隣隣接接市市町町村村のの町町丁丁字字のの人人口口分分布布のの調調査査 

半径 5 km 以内の隣接市町村の町丁字の人口分布の調査手順を以下に示す。 
(1) 3.2 節の手順 (1)から手順 (5)に従って、地図上に基準点を描画する。 

(2) 「地図で見る統計」の「エリア作成」機能を選択して、基準点を中心とした半径 5 km の円を

描画する。これを調査対象範囲とする。 

(3) 「地図で見る統計」の「統計グラフ作成」機能を選択して、基準点を中心とした円内の人口、

世帯数を調査する。このときに入力した値を表 6 に示す。また、「統計グラフ作成」機能の入

力手順を付録 1 に示す。 

 

表 6 「統計グラフ作成」機能で入力した値（1 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 統計名 年または年月 指標／データ 

半径 5 km 
小地域（町

丁・字等） 
国勢調査 2020 年 人口総数、世帯総数 

 
表 6 「統計グラフ作成」機能で入力した値（2 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 集計範囲 集計方法 

半径 5 km エリア 画面表示範囲 按分しない 
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(4) 「地図で見る統計」の「レポート作成」機能を選択して、Excel レポートを出力する（図 10）。 

 
図 10 出力したExcel レポートの画面（一部抜粋） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(5) 「地理院地図」の検索機能を利用して、Excel レポートに出力された町丁字名から町丁字の緯

度・経度を算出する（図 11）。 

  

図 11 「地理院地図」のWeb 画面（例として「ひたちなか市馬渡」を検索したもの） 
（出典：国土地理院, https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html） 
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(6) 「測量計算サイト」の「距離と方位角の計算」機能のうち「一括計算」を選択して、基準点か

ら町丁字までの距離と方位角を算出する。 

(7) 手順 (6)で得られた方位角から 16 方位を求める。 

(8) 手順 (4)で得られた人口、世帯数、手順 (6)で得られた距離及び手順 (7)で得られた方位を用い

て、基準点を中心とした半径 5 km 以内の隣接市町村の町丁字の人口分布を算出する。算出し

た結果を表 7 に示す。 

 
表 7 核燃料サイクル工学研究所から半径 5 km 以内の隣接市町村の町丁字の人口分布 

市町村名 町丁字名 距離（km） 方位 人口（人） 世帯数（戸） 

東海村 

大字村松 約 2.1 北西 7,634 3,283 

白方中央一丁目 約 4.4 北北西 1,106 484 

白方中央二丁目 約 3.9 北北西 712 303 

大字白方 約 3.5 北 2,610 1,006 

大字豊岡 約 4.6 北北西 777 287 

大字照沼 約 0.4 東 782 271 

大字須和間 約 3.9 西北西 4,287 1,546 

舟石川駅西一丁目 約 4.8 北西 551 295 

舟石川駅西二丁目 約 4.8 北西 472 233 

舟石川駅西三丁目 約 5.0 北西 544 234 

村松北一丁目 約 4.3 北北西 517 210 

村松北二丁目 約 3.8 北北西 673 314 

豊白 約 4.7 北北西 1,287 573 

東海一丁目 約 4.9 北北西 1,074 509 

舟石川駅東一丁目 約 4.6 北西 766 337 

舟石川駅東二丁目 約 4.6 北西 932 499 

舟石川駅東三丁目 約 4.4 北西 455 196 

舟石川駅東四丁目 約 4.4 北西 101 51 

ひたちなか市 

大字馬渡 約 4.8 南南西 8,515 3,411 

大字長砂 約 1.8 南南西 1,028 341 

大字足崎 約 3.7 西南西 7,488 3,169 

大字高野 約 4.1 西 7,223 2,738 

新光町 約 4.4 南南西 398 222 

小貫山二丁目 約 5.0 西 696 291 
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3.5  半半径径 30 km 以以内内のの方方位位別別人人口口分分布布のの調調査査 
方位別人口分布は、地域メッシュを用いて調査する。方位別の人口集計を字単位で実施すると、

字単位で 1 つの緯度・経度が表示されるため、面積の広い字に対しては距離と方位の関係が正確に

表せない場合がある。そこで、字より細かい地域メッシュ（5 次メッシュ）を用いて人口分布を算

出する。また、総務省統計局が公開している地域メッシュの区分図を付録 5 に示す。 
半径 30 km 以内の方位別人口分布の調査手順を以下に示す。 

(1) 3.2 節の手順 (1)から手順 (5)に従って、地図上に基準点を描画する。 

(2) 「地図で見る統計」の「エリア作成」機能を選択して、基準点を中心とした半径 30 kmの円を

描画する。これを調査対象範囲とする。 

(3) 「地図で見る統計」の「統計グラフ作成」機能を選択して、基準点を中心とした円内の人口を

調査する。このときに入力した値を表 8 に示す。また、「統計グラフ作成」機能の入力手順を

付録 1 に示す。 
 

表 8 「統計グラフ作成」機能で入力した値（1 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 統計名 年または年月 指標／データ 

半径 30 km 5 次メッシュ＊ 
（250m ﾒｯｼｭ） 

国勢調査 2020 年 人口（総数） 

＊「5 次メッシュ」は地域メッシュの 1 つである。 
 

表 8 「統計グラフ作成」機能で入力した値（2 / 2） 

調査対象範囲 集計地域 集計範囲 さらに集計範囲をエリアで絞り込む 

半径 30 km メッシュ 画面表示範囲 選択する 
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(4) 「地図で見る統計」の「レポート作成」機能を選択して、Excel レポートを出力する（図 12）。 

 

図 12 出力したExcel レポートの画面（一部抜粋） 
（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(5) 出力したExcel レポートは、半径 30 km の円にかかる範囲の地域メッシュを集計している（図

13）ため、手順 (6)から手順 (8)に従って、地域メッシュの中心までの距離が 30 km を超えるデ

ータを削除する。 

 

図 13 半径 30 km の円にかかる範囲の地域メッシュを集計するイメージ 
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(6) Excel レポートに出力された地域メッシュ・コードから、地域メッシュの中心の緯度・経度を

算出する。地域メッシュの中心の緯度・経度を算出する方法を付録 6 に示す。 

(7) 「測量計算サイト」の「距離と方位角の計算」機能のうち「一括計算」を選択して、基準点か

ら地域メッシュの中心までの距離と方位角を算出する。 

(8) 手順 (7)で得られたデータを距離の昇順に並び替えて、地域メッシュの中心までの距離が 30 
km を超えるデータを削除する。 

(9) 手順 (8)で得られたデータを用いて、方位角から 16 方位を求める。 

(10) 手順 (4)で得られた人口、手順 (8)で得られた距離及び手順 (9)で得られた方位を用いて、基準

点を中心とした半径 30 km 以内の方位別人口分布を算出する。算出した結果を表 9 に示す。 

 
表 9 核燃料サイクル工学研究所から半径 30 km 以内の方位別人口分布 

（単位：人）  

 
方位 

距離（km） 
0 ～ 5 5 ～ 10 10 ～ 20 20 ～ 30 

北 1,027 21,273 45,538 759 

北北東 0 7,776 46,406 52,053 

北東 0 0 0 0 

東北東 0 0 0 0 

東 0 0 0 0 

東南東 0 0 0 0 

南東 0 0 0 0 

南南東 0 2,249 0 0 

南 128 17,848 9,208 4,429 

南南西 1,147 5,139 21,234 18,108 

南西 6,389 37,597 101,301 25,591 

西南西 6,281 49,651 143,585 51,999 

西 1,783 31,723 20,806 5,875 

西北西 5,421 12,788 21,979 15,306 

北西 7,387 11,151 17,517 21,569 

北北西 10,231 6,124 23,314 4,684 

合計 39,794 203,319 450,888 200,373 
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4．まとめ 
 

本報告書では、国及び地方自治体が公表する信頼性のある統計データに基づき、各種ウェブサイト

を活用した人口分布の調査方法を検討した。 
その結果、総務省統計局の「地図で見る統計」及び国土地理院の「測量計算サイト」等を活用する

ことにより、最新の統計データに基づき施設周辺の人口分布を求めることができた。 
なお、今回の報告では作成時点で最新の統計データ（2020 年国勢調査）を使用したが、廃棄物管理

事業の許可申請を行う際には、その時点で最新の統計データを用いて人口分布を算出する必要がある。 
 

 

参考文献 
 
1) 原子力規制委員会，“核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律”， 

https://laws.e-gov.go.jp/law/332AC0000000166 
2) 原子力規制委員会，“核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物の廃棄物管理の事業に関する

規則”，https://laws.e-gov.go.jp/law/363M50000002047/ 
3) 総務省統計局，“地図で見る統計”，https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/ 
4) 総務省統計局，“令和 7年国勢調査に関するQ＆A（回答）”， 

https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2025/qa-3.html 
5) 国土交通省国土地理院，“地理院地図（電子国土WEB）”， 

https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0
f1 

6) 国土交通省国土地理院，“測量計算サイト”，https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 
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付録 1 
「「統統計計ググララフフ作作成成」」機機能能のの入入力力手手順順ににつついいてて  

 
総務省統計局がWeb 上で公開している「地図で見る統計 1)」の「統計グラフ作成」機能を利用して、

調査対象範囲の人口分布を調査する手順を以下に示す。なお、「統計グラフ作成」機能の詳細について

は、「操作説明書 2)」を確認すること。 
1. 半半径径 100 km 以以内内のの人人口口分分布布のの調調査査 

(1) 「統計グラフ作成」画面の「統計データ」のタブを選択する。 

 
図 1 「統計データ」のタブを選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(2) 「集計地域」は、調査対象範囲が 5 km 及び 10 km のときは「小地域（町丁・字等）」を選択し、

調査対象範囲が 30 km、50 km 及び 100 km のときは「市区町村」を選択する。「統計グラフ作

成」機能を確認したうえで、選択可能な「集計地域」のうち、最もデータ数の多い選択肢を採

用した。 

 

図 2 「小地域（町丁・字等）」を選択した場合の例 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(3) 「統計名」は「国勢調査」を選択する。国勢調査は、「小地域（町丁・字等）」、「市区町村」、「地

域メッシュ」など、様々な「集計地域」の統計データを参照することができるため、「集計地

域」に応じた人口分布を把握することが可能である。 

 

図 3 「国勢調査」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(4) 「年または年月」は、最新の統計データとなる「2020 年」を選択する。 

 

図 4 「2020 年」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(5) 「統計表（表題）」は「男女別人口総数及び世帯総数」を選択する。 

 

図 5 「男女別人口総数及び世帯総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(6) 「指標/データ」欄から「人口総数」を選択し、「指標選択」ボタンを押す。 

 

図 6 「人口総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(7) 「選択指標/データ」欄に「人口総数」が追加される。 

 

図 7 「選択指標/データ」欄に「人口総数」が追加されたときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(8) 次に「統計表（表題）」から「人口性比、密度」を選択する。 

 

図 8 「人口性比、密度」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(9) 「指標/データ」欄から「密度（人口総数）」を選択し、「指標選択」ボタンを押す。 

 

図 9 「密度（人口総数）」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(10) 「選択指標/データ」欄に「密度（人口総数）」が追加されるので、「次へ」ボタンを押す。 

 

図 10 「選択指標/データ」欄に「密度（人口総数）」が追加されたときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(11) 集計地域を選択する画面に移るので、「集計地域」は「エリア」、「既存エリアグループ一覧」は

「5 km」、「集計方法」は「按分する」を選択して、「集計開始」ボタンを押す。「按分する」に

ついての説明を付録 2 に示す。 

 

図 11 「集計地域」は「エリア」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

(12) 「グラフ集計が完了しました。」のメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押す。 

 

図 12 グラフ集計が完了したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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2. 半半径径 50 km 以以内内のの市市町町村村のの人人口口分分布布のの調調査査 
(1) 「統計グラフ作成」画面の「統計データ」のタブを選択する。 

 
図 13 「統計データ」のタブを選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(2) 「集計地域」は「市区町村」を選択する。 

 
図 14 「市区町村」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(3) 「統計名」は「国勢調査」を選択する。 

 
図 15 「国勢調査」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(4) 「年または年月」は、最新の統計データとなる「2020 年」を選択する。 

 
図 16 「2020 年」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(5) 「統計表（表題）」は「男女別人口総数及び世帯総数」を選択する。 

 
図 17 「男女別人口総数及び世帯総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(6) 「指標/データ」欄から「人口総数」及び「世帯総数」を選択し、「指標選択」ボタンを押す。 

 
図 18 「人口総数」及び「世帯総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(7) 「選択指標/データ」欄に「人口総数」及び「世帯総数」が追加されるので、「次へ」ボタンを

押す。 

 
図 19 「選択指標/データ」欄に「人口総数」及び「世帯総数」が追加されたときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(8) 集計地域を選択する画面に移るので、「集計地域」は「エリア」、「既存エリアグループ一覧」は

「50 km」、「集計方法」は「按分しない」を選択して、「集計開始」ボタンを押す。 

 
図 20 「集計地域」は「エリア」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(9) 「グラフ集計が完了しました。」のメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押す。 

 
図 21 グラフ集計が完了したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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3. 半半径径 5 km 以以内内のの隣隣接接市市町町村村のの町町丁丁字字のの人人口口分分布布のの調調査査 
(1) 「統計グラフ作成」画面の「統計データ」のタブを選択する。 

 
図 22 「統計データ」のタブを選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(2) 「集計地域」は「小地域（町丁・字等）」を選択する。 

 
図 23 「小地域（町丁・字等）」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(3) 「統計名」は「国勢調査」を選択する。 

 
図 24 「国勢調査」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(4) 「年または年月」は、最新の統計データとなる「2020 年」を選択する。 

 
図 25 「2020 年」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(5) 「統計表（表題）」は「男女別人口総数及び世帯総数」を選択する。 

 
図 26 「男女別人口総数及び世帯総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(6) 「指標/データ」欄から「人口総数」及び「世帯総数」を選択し、「指標選択」ボタンを押す。 

 
図 27 「人口総数」及び「世帯総数」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(7) 「選択指標/データ」欄に「人口総数」及び「世帯総数」が追加されるので、「次へ」ボタンを

押す。 

 
図 28 「選択指標/データ」欄に「人口総数」及び「世帯総数」が追加されたときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(8) 集計地域を選択する画面に移るので、「集計地域」は「エリア」、「既存エリアグループ一覧」は

「5 km」、「集計方法」は「按分しない」を選択して、「集計開始」ボタンを押す。 

 
図 29 「集計地域」は「エリア」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

- 31 -

JAEA-Review 2026-021



(9) 「グラフ集計が完了しました。」のメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押す。 

 
図 30 グラフ集計が完了したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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4. 半半径径 30 km 以以内内のの方方位位別別人人口口分分布布のの調調査査 

(1) 「統計グラフ作成」画面の「統計データ」のタブを選択する。 

 
図 31 「統計データ」のタブを選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(2) 「集計地域」は「5 次メッシュ（250 m メッシュ）」を選択する。 

 
図 32 「5 次メッシュ（250 m メッシュ）」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(3) 「統計名」は「国勢調査」を選択する。 

 
図 33 「国勢調査」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(4) 「年または年月」は、最新の統計データとなる「2020 年」を選択する。 

 
図 34 「2020 年」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(5) 「統計表（表題）」は「人口及び世帯」を選択する。 

 
図 35 「人口及び世帯」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(6) 「指標/データ」欄から「人口（総数）」を選択し、「指標選択」ボタンを押す。 

 
図 36 「人口（総数）」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(7) 「選択指標/データ」欄に「人口（総数）」が追加されるので、「次へ」ボタンを押す。 

 
図 37 「選択指標/データ」欄に「人口（総数）」が追加されたときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(8) 集計地域を選択する画面に移るので、「集計地域」は「メッシュ」、「集計範囲」は「画面表示範

囲」を選択する。 

 
図 38 「集計地域」は「メッシュ」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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(9) 次に「さらに集計範囲をエリアで絞り込む」にチェックを入れて、絞り込むエリアは「30 km」

を選択して、「集計開始」ボタンを押す。 

 

図 39 「さらに集計範囲をエリアで絞り込む」を選択したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 
(10) 「グラフ集計が完了しました。」のメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押す。 

 
図 40 グラフ集計が完了したときの画面 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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参参考考文文献献  

1) 総務省統計局，“地図で見る統計”，https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/ 
2) 総務省統計局，“地図で見る統計（jSTAT MAP）操作説明書”， 

https://jstatmap.e-stat.go.jp/manual/gis_manual.pdf 
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付録 2 
「「按按分分すするる」」ににつついいてて  

 

「按分する」とは、選択したエリアがかかる地域を、かかる比率に応じて集計することである。 
例えば、図 1 に示すように半径 10 km で作成したエリアが那珂市の面積の 29.59 %にかかる場合を

考える。 

 

 

図 1 半径 10 km で作成したエリア 

（「地図で見る統計 1)」の白地図を加工して作成） 

 

このときの重なる割合を集計率という。人口分布を算出するときに「集計方法」を「按分する」と

した場合は、半径 10 km で作成したエリアと那珂市の重なる割合が考慮されて、那珂市の人口 53，500
人（2020 年国勢調査）に集計率（29.59 %）を乗じた値が、人口総数として算出される。 

ただし、実際のエリア内の人口の偏りなどは考慮されないため、対象となる地域の面積が大きくな

るほど集計値の誤差も大きくなるので、注意する必要がある。この場合は、より小さな集計範囲を利

用することで、誤差を小さくすることができる。 

 

 

参参考考文文献献  

1) 総務省統計局，“地図で見る統計”，https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/ 
 
  

  

1100kkmm エエリリアア  
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付録 3 
人人口口密密度度のの算算出出方方法法ににつついいてて  

 

例えば、半径 5 km 以内の人口分布を調査するときに、「集計方法」を「按分する」とした場合の調

査結果（Excel レポート）を図 1 に示す。 

 

図 1 出力したExcel レポートの画面（一部抜粋） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

このとき、集計明細に算出される人口総数は「町丁字の人口に集計率を乗じた数値」であり、密度

（人口総数）は「町丁字の人口に集計率を乗じた数値を、町丁字の面積で除した値」である。 
よって、人口総数を密度（人口総数）で除することで、町丁字の面積を算出することができる。 
一方で、人口分布調査で求めたい人口密度は、町丁字の面積と 5 km エリアが重なる部分の人

口密度であるため、以下の式を用いて算出することができる。 
 

人口密度 ＝ [町丁字の人口×集計率 ]÷[町丁字の面積×集計率 ] 
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付録 4 
入入力力フファァイイルルをを作作成成すするるととききのの注注意意事事項項ににつついいてて  

 

国土交通省国土地理院がWeb 上で公開している「測量計算サイト 1)」の「一括計算」を利用する場

合、Web 上で公開している「入力ファイルの例」に従って、次に示すとおりに入力ファイルを作成す

る。 
 

1. 入入力力フファァイイルル名名形形式式 

・入力ファイルは、テキストファイル（形式）とする。 

・入力ファイル名に使えるのは半角数字、半角小文字アルファベット、半角大文字アルファベッ

ト、半角アンダースコア、半角ドットである。日本語は使用できない。 

・文字コードは、Shift JIS 又はUTF-8 とする。UTF-8 の場合は、BOM なしで入力ファイルを保存

すること。 

・入力ファイルの拡張子は「.in」に限定する。 (例) filename.in 
 

2. 入入力力フファァイイルル 
・1 行に、緯度、経度の順番で入力する。 

・緯度と経度の間の区切りは、半角空白とする。 

（2つ以上の連続した半角空白は、1 つの半角空白として処理される） 

・区切り文字として、全角空白やタブやカンマを使用しない。 

・緯度、経度の形式は、度分秒を区切らずに記述する。 

・分および秒の整数部分は 2 けたとする。10 の位がゼロのときは空白とせず 0 とする。 

・ヘッダーの行頭は“#”(半角)とする。 

 

[例] 

# 出発点緯度(dms) 出発点経度(dms) 到着点緯度(dms) 到着点経度(dms) 
370856  1395201.9876  380856.1234  1385201.9876 

 

 

参参考考文文献献  

1) 国土交通省国土地理院，“測量計算サイト”，https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 
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付録 5 
地地域域メメッッシシュュのの区区分分図図ににつついいてて  

 
基準地域メッシュは、第 1 次地域区画を基に区画されている。第 1 次地域区画は、緯度を 40 分間

隔、経度を 1 度間隔に区分した区画である。これを縦横に 8 等分した区画が第 2 次地域区画、さらに

これを縦横に 10 等分した区画が基準地域メッシュ（第 3 次地域区画）となる 1)。 
また、分割地域メッシュは、基準地域メッシュの辺の長さを 2 分の 1、4 分の 1 又は 8 分の 1 に等分

した区画である。 
 

 

図 1 地域メッシュの区分図（第１次地域区画） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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図 2 地域メッシュの区分図（第 2 次地域区画） 
（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

 

図 3 地域メッシュの区分図（第 3 次地域区画） 
（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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図 4 地域メッシュの区分図（2 分の 1 地域メッシュ） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

 

図 5 地域メッシュの区分図（4 分の 1 地域メッシュ） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 
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図 6 地域メッシュの区分図（8 分の 1 地域メッシュ） 

（出典：地図で見る統計, https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/） 

 

  

参参考考文文献献  

1) 総務省統計局，“地域メッシュ統計について”，https://www.stat.go.jp/data/mesh/m_tuite.html 
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付録 6 
地地域域メメッッシシュュのの中中心心のの緯緯度度経経度度をを算算出出すするる方方法法ににつついいてて 

 
表 1 に総務省統計局が公開している「地域メッシュ統計の特質・沿革 1)」から抜粋した「緯度・経度

から地域メッシュ・コードを算出する方法」を示す。 
 

表 1 緯度・経度から地域メッシュ・コードを算出する方法 
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半径 30 km 以内の方位別人口分布の調査では、地域メッシュの中心の緯度・経度を算出する。以下

に地域メッシュ・コードから当該区域の中心の緯度・経度を算出する流れを示す。 
(1) 地域メッシュ・コードから当該区域の緯度・経度（南端緯度・西端経度）を算出する。 
(2) 当該区域の中心の緯度・経度を算出する。 

 
(1) 地域メッシュ・コードから当該区域の緯度・経度（南端緯度・西端経度）を算出する方法 

日立市役所（緯度 36.59915179、経度 140.6506207（2026 年 3 月 5 日時点）2)）を含む区域の 4 分

の 1 地域メッシュ・コード「5440-75-12-3-3」（図 1）を例にして、当該地域の緯度・経度（南端緯度・

西端経度）を算出する方法を示す。 
 

 
図 1 日立市役所を含む区域の 4 分の 1 地域メッシュ 

（「ウェブ地図で標準地域メッシュを見る 3)」を加工して作成） 

 
日立市役所を含む区域の 4 分の 1 地域メッシュ・コードは、表 1 から次の関係となっている。 

 
54 40 － 7 5 － 1 2 － 3 － 3 
p u  q v  r w  m  n 

 
また、表 2 に「2 分の 1 地域メッシュを示す数字 1 けたと南北位置又は東西位置を示す数字の関

係」、表 3 に「4 分の 1 地域メッシュを示す数字 1 けたと南北位置又は東西位置を示す数字の関係」

を示す。 
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表 2 2 分の 1 地域メッシュを示す数字 1 けたと 
南北位置又は東西位置を示す数字の関係 

2 分の 1 地域メッシュを 
示す数字 1 けた（= m） 

南北位置を示す 
数字（= s） 

東西位置を示す 
数字（= x） 

1 0 0 

2 0 1 

3 1 0 

4 1 1 

 
表 3 4 分の 1 地域メッシュを示す数字 1 けたと 

南北位置又は東西位置を示す数字の関係 

4 分の 1 地域メッシュを 
示す数字 1 けた（= n） 

南北位置を示す 
数字（= t） 

東西位置を示す 
数字（= y） 

1 0 0 

2 0 1 

3 1 0 

4 1 1 

 
緯度経度の算出には、区画やメッシュの間隔が必要となる。表 4 に区画の種類に応じた緯度と経

度の間隔を示す。 
 

表 4 区画の種類に応じた緯度と経度の間隔＊ 

区画の種類 緯度の間隔 経度の間隔 一辺の長さ 

第 1 次地域区画 40 分 1 度 約 80 km 

第 2 次地域区画 5 分 7 分 30 秒 約 10 km 

基準地域メッシュ 30 秒 45 秒 約 1 km 

2 分の 1 地域メッシュ 15 秒 22.5 秒 約 500 m 

4 分の 1 地域メッシュ 7.5 秒 11.25 秒 約 250 m 

＊「地域メッシュ統計の特質・沿革」の表 3 及び表 5 から抜粋して作成した。 
 

4 分の 1 地域メッシュ・コード（pu qv rw m n）から当該区域の緯度・経度は、表 4 の値を用いて

以下の計算式により算出する。 
 

【計算式】 
緯度 ＝｛（p×40 分×60 秒/分）＋（q×5 分×60 秒/分）+（r×30 秒）+（s×15 秒） 

+（t×7.5 秒）｝÷ 3600 秒/度 
経度 ＝｛（u +100）×3600 秒/度＋（v×7.5 分×60 秒/分）+（w×45 秒）+（x×22.5 秒） 

+（y×11.25 秒）｝÷ 3600 秒/度 
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よって、日立市役所を含む区域の 4 分の 1 地域メッシュ・コードから算出した緯度・経度（南端

緯度・西端経度）を以下に示す。 

 
緯度 ＝｛（54×40 分×60 秒/分）＋（7×5 分×60 秒/分）+（1×30 秒）+（1×15 秒） 

+（1×7.5 秒）｝÷ 3600 秒/度 
 ＝ 36.59791667 度 

経度 ＝｛（40+100）×3600 秒/度＋（5×7.5 分×60 秒/分）+（2×45 秒）+（0×22.5 秒） 
+（0×11.25 秒）｝÷ 3600 秒/度 

＝ 140.65 度 
 

(2) 当該区域の中心の緯度・経度を算出する方法 
図 1 に示すとおり、中心B の緯度・経度は、頂点A（南端緯度・西端経度）に一辺の半分の長さ

の緯度・経度を加えることで算出できる。 
4 分の 1 地域メッシュの緯度の間隔は 7.5 秒、経度の間隔は 11.25 秒であるため、一辺の半分の長

さは、緯度が 3.75 秒（= 0.001041667 度）、経度が 5.625 秒（= 0.0015625 度）になる。 
よって、中心B の緯度・経度は、「緯度：36.5989583 度、経度：140.6515625 度」になる。 
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